
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

府
民
の
く
ら
し
擁
護
財
政
再
建
の
両
立
を
！

合同総会

人間らしく生きるために社会と人間の根本を学ぶ！

府職労第 回ゴルフ大会

人件費削減案がマスコミ報道される

かかつつててなないい規規模模ででかつてない規模で
ひひろろががるる運運動動ひろがる運動

反反反反反対対対対対反対

年 月 日 （第三種郵便物認可）第 号 （第三種郵便物認可）第 号 年 月 日

府
民
生
活
を
破
壊
す
る

「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
試

案
」
に
対
し
、
多
く
の
府

民
・
団
体
・
地
域
な
ど
か
ら

か
つ
て
な
い
規
模
の
運
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
運

動
の
特
徴
は
、
官
製
団
体
、

市
町
村
行
政
担
当
者
、
保

守
・
無
党
派
な
ど
、
当
局
と

利
用
者
、
関
係
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
で
す
。協

議
会
の
名
で

「

人
学
級
」「
学
校
警

備
員
」
署
名
を

つ
の
教

職
員
労
組
と
小
中
学
校
校

で
き
る
ま
で
に
煮
詰
ま
っ
て

い
な
い
と
す
る
も
の
の
、
報

道
さ
れ
た
「
削
減
案
」
は
、

賃
金
カ
ッ
ト
率
か
ら
退
職
金
、

諸
手
当
の
カ
ッ
ト
ま
で
極
め

て
具
体
的
な
も
の
と
な
っ
て

ら
、
最
低
で
も

％
カ
ッ
ト

の
報
道
。
昇
給
が
事
実
上
停

止
し
、
減
額
が
続
く
中
高
齢

層
で
は
特
に
進
学
、
ロ
ー
ン

負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
中
、

％
削
減
は
死
活
問
題
で
す
。

報
道
に
あ
る
平
均

歳
、
諸

手
当
込
み

万
、
年
収

万
と
の
報
道
も
、
一
般
職

員
の
実
態
か
ら
乖
離
し
た
数

字
で
あ
り
、
意
図
的
に
高
く

見
せ
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
職
場
で
も
「
誰

の
給
料
の
こ
と
か
」
と
抗
議

の
声
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
退
職
金
の
削
減
は

給
料
の
後
払
い
と
い
う
性
格

か
ら
も
、
当
該
年
度
だ
け
の

削
減
と
い
う
手
法
も
矛
盾
に

満
ち
た
も
の
で
す
。
し
か
も
、

年
前
の
「
給
与
構
造
改

革
」
に
よ
り
既
に
退
職
金
基

礎
額
が
改
悪
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

報
道
に
よ
れ
ば
、
知
事
の

強
い
意
向
で
削
減
総
額
が

億
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
人
件
費
削

減
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
府

民
に
痛
み
を
求
め
る
手
法
は

過
去
の
「
財
政
再
建
策
」
と

な
ん
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

自
治
体
本
来
の
役
割
を
投

げ
捨
て
、
借
金
前
提
の
巨
大

開
発
と
大
企
業
補
助
金
だ
け

が
温
存
さ
れ
る
悪
循
環
こ
そ

断
ち
切
る
べ
き
で
す
。

府
職
労
は
不
当
な
人
件
費

削
減
提
案
に
反
対
し
、
断
固

と
し
て
た
た
か
う
も
の
で
す
。

「

条
を
守
れ
」「
憲
法
改

悪
反
対
」
の
世
論
と
運
動
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス

コ
ミ
の
世
論
調
査
で
も
憲
法

「
改
正
」
に
反
対
の
声
が
賛
成

を
上
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

「

条
の
会
」
を
は
じ
め
私
た

ち
の
草
の
根
か
ら
の
運
動
の
反

映
で
す
。
し
か
し
、
改
憲
勢
力

の
巻
き
返
し
も
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
自
民
・
民
主
一
体
の
改
憲

同
盟
と
い
う
べ
き
「
新
憲
法
制

定
議
員
同
盟
」
が
新
体
制
を
組

み
、
国
会
内
で
憲
法
審
査
会
を

動
か
し
、

年
の
法
施

行
期
限
ま
で
に
国
民
投
票
制
度

の
整
備
と
新
憲
法
法
案
づ
く
り

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

方
で
「
海
外
派
兵
恒
久
法
」
の

制
定
で
憲
法
改
正
を
待
た
ず
と

も

条
の
実
質
改
悪
を
狙
い
、

こ
の
通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出

を
福
田
首
相
が
指
示
す
る
な
ど

憲
法
闘
争
も
緊
迫
し
た
状
況
に

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
各
地
で

「

条
世
界
会
議
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
阪
で
も

月

日
舞
洲
ア
リ
ー
ナ
で
「

条
世

界
会
議

関
西
」
が
開
催
さ

れ
、

人
が
参
加
し
、

大
合
唱
や
講
演
、
対
談
、
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
・
ソ
ウ
ル
・
フ
ラ
ワ

ー
・
ユ
ニ
オ
ン
の
ラ
イ
ブ
な
ど

終
日
多
彩
な
催
し
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
う
た
ご
え

合
唱
は
数
百
人
の
大
合
唱
で
憲

法

条
の
大
切
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
う
た
い
ま
し
た
。
開
会
の

あ
い
さ
つ
に
た
っ
た

条
世
界

会
議
・
関
西
共
同
代
表
の
松
浦

悟
郎
氏
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正

義
と
平
和
協
議
会
会
長
）
は

「
真
の
平
和
は
対
話
や
相
互
理

解
に
よ
っ
て
の
み
実
現
す
る
。

世
代
や
思
想
、
信
条
の
違
い
を

こ
え
て
一
緒
に
行
動
す
る
思
い

を
新
た
に
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

新
世
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
は
、

人
の
青
年
か
ら

条

に
対
す
る
考
え
や
思
い
、
平
和

運
動
を
し
て
い
る
大
人
た
ち
へ

の
叱
咤
激
励
や
お
願
い
な
ど
が

あ
り
、
世
代
間
の
も
の
の
見

方
・
考
え
方
の
違
い
を
互
い
に

認
め
合
い
、
理
解
し
あ
え
た
場

面
と
な
り
ま
し
た
。

海
外
ゲ
ス
ト
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、
元

職
員
の
ベ
ア

テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
、

国
際
民
主
法
律
協
会
会
長
の
ジ

テ
ン
ド
ラ
・
シ
ャ
ー
マ
さ
ん
、

元
陸
軍
大
佐
・
元
米
国
国
務
省

職
員
の
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
・
ラ

イ
ト
さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
。
憲
法

草
案
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
ゴ
ー

ド
ン
さ
ん
が
「
男
女
平
等
」
を

憲
法
に
書
い
た
経
験
は
感
動
を

与
え
、「
日
本
の
憲
法
は
ア
メ

リ
カ
の
憲
法
よ
り
い
い
も
の
」

「
い
い
も
の
を
押
し
付
け
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
ら
、
押
し
付
け

と
は
い
え
な
い
」「
日
本
の
憲

法

条
を
世
界
の
国
々
に
宣
伝

す
れ
ば
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な

い
で
平
和
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
の
訴
え
に
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
さ
れ
ま
し
た
。

学
童
保
育
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
歌
と
け
ん
玉
、
タ
レ
ン
ト

の
小
山
乃
里
子
さ
ん
と
精
神
科

医
の
香
山
リ
カ
さ
ん
と
の
対
談
、

み
ん
な
で
歌
お
う
「
第
九
で

条
」、
ソ
ウ
ル
・
フ
ラ
ワ
ー
・

ユ
ニ
オ
ン
の
ラ
イ
ブ
な
ど
で
会

場
が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
ま
と
め
で
「
戦
争
を
廃

絶
す
る
た
め
の

条
世
界
宣

言
」
が
採
択
さ
れ

条
世
界
会

議
は
閉
会
し
ま
し
た
。
平
和
を

ま
も
る
た
た
か
い
を
大
き
く
広

げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
情
勢
で
す
。

条世界会議 関西に 人が参加

戦戦戦戦
争争争争
をををを
廃廃廃廃
絶絶絶絶
すすすす
るるるる
たたたた
めめめめ
のののの
条条条条
世世世世
界界界界
宣宣宣宣
言言言言
をををを
採採採採
択択択択

戦
争
を
廃
絶
す
る
た
め
の
条
世
界
宣
言
を
採
択

「
働
く
も
の
の
団
結
で
、
生

活
と
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民

主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
め
ざ

そ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

第

回
大
阪
メ
ー
デ
ー
が
、

月

日
、
大
阪
市
北
区
の
扇
町

公
園
を
は
じ
め
各
地
域
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
扇
町
公
園
の
中

央
メ
ー
デ
ー
は
市
内
の
労
働
組

合
を
中
心
に

万
人
の
労
働
者

が
結
集
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
植
田
保

二
実
行
委
員
長
（
大
阪
労
連
議

長
）
は
「

条
を
守
れ
、
派
遣

法
抜
本
改
正
、
最
賃
の
大
幅
引

き
上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
、
橋
下
行
革
・
構
造
改
革
の

見
直
し
な
ど
メ
ー
デ
ー
を
闘
い

の
出
発
点
に
し
よ
う
」
と
強
く

訴
え
ま
し
た
。
来
賓
あ
い
さ
つ

で
吉
井
英
勝
衆
議
院
議
員
か
ら
、

自
民
・
公
明
の
国
民
世
論
を
無

視
し
「
数
の
力
」
で
強
行
し
た

暫
定
税
率
の
再
議
決
と

月
か

ら
実
施
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
つ
い
て
現
状
の
報
告

が
さ
れ
、
廃
止
に
向
け
て
奮
闘

す
る
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
、
派
遣
労
働
者
の

実
態
や
働
く
権
利
の
確
立
に
向

け
た
闘
い
、

条
の
会
な
ど
憲

法
改
悪
を
阻
止
す
る
闘
い
、
最

低
年
金
保
障
制
度
の
実
現
と
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
の
闘

い
な
ど
決
意
表
明
が
さ
れ
ま
し

た
。春

闘
の
取
り
組
み
の
強
化
、

平
和
運
動
の
推
進
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
廃
止
を
含
む
社

会
保
障
の
拡
充
、
そ
し
て
、
府

民
犠
牲
の
「
財
政
再
建
プ
ロ
グ

ラ
ム
試
案
」
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
府
民
の
く
ら
し
擁
護
と
財

政
再
建
の
両
立
に
広
範
な
府
民

と
の
共
同
を
ひ
ろ
げ
よ
う
、
な

ど
第

回
大
阪
メ
ー
デ
ー
宣
言

（
案
）
が
大
き
な
拍
手
で
採
択

さ
れ
、

コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て

デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
会
が
初
め
て
共
同
し
た

取
り
組
み

高
校
生
が
「
大
阪
の
高
校

生
に
笑
顔
を
く
だ
さ
い
の

会
」
を
結
成
し
活
動
す
る
。

校
則
違
反
と
し
て
呼
び
出

さ
れ
た
生
徒
が
校
長
か
ら

が
ん
ば
れ
と
励
ま
さ
れ
る
。

つ
の
障
が
い
者
団
体
が
、

思
想
・
信
条
・
立
場
の
違

い
を
超
え
て
共
同
し
て
行

動健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
存
続

の
会
。
所
長
と
職
員
が
利

用
者
に
訴
え
、

万
筆
を

越
え
る
署
名
が
集
ま
る

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会

が
署
名
用
紙
を
作
成
し
、

各
市
社
協
理
事
会
で
取
り

組
み
を
確
認

高
齢
者
施
設
「
街
か
ど
デ

イ
ハ
ウ
ス
」
の
経
営
者
、

利
用
者
が
共
同
し
て
行
動

吹
田
、
東
大
阪
な
ど
各
地

域
で
個
人
、
団
体
が
共
同

し
た
取
り
組
み
が
拡
大
な

ど運
動
の
す
そ
野
が
大
き
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。
各
職

場
・
地
域
か
ら
府
民
・
団
体

と
共
同
し
た
取
り
組
み
を
展

開
し
ま
し
ょ
う
。

案
で

億
円
も
の
削
減
が
打
ち
出

さ
れ
、
平
均

％
も
の
賃
金

カ
ッ
ト
の
不
安
が
渦
巻
く
中
、

日
の
新
聞
各
紙
は
「
職
員

給

％
削
減
」「
退
職

金

％
削
減
」
な
ど
の
人
件

費
削
減
案
を
大
々
的
に
報
道

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
重
大

な
内
容
が
労
働
組
合
に
提
案

も
行
わ
れ
な
い
段
階
で
マ
ス

コ
ミ
に
リ
ー
ク
さ
れ
る
こ
と

は
、
こ
れ
ら
の
既
成
事
実
化

を
図
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、

労
使
協
議
そ
の
も
の
を
形
骸

化
す
る
も
の
で
す
。

府
職
労
は

日
、
当
局
に

対
し
て
厳
重
に
抗
議
す
る
と

と
も
に
、
改
め
て

案
の

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
、「
情
報
漏
え
い

に
つ
い
て
は
遺
憾
で
あ
り
、

何
を
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
。
当
局
が
マ
ス
コ
ミ
に
情

報
提
供
を
行
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
ど
こ
か
ら
情
報
が
漏

れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

情
報
管
理
は
徹
底
し
た
い
。」

と
こ
た
え
ま
し
た
が
、
府
職

労
は
、
過
去
か
ら
人
件
費
削

減
提
案
の
前
に
は
必
ず
当
局

し
か
知
り
得
な
い
情
報
の

「
漏
え
い
」
が
繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、
誠
実
な
労
使
協
議

を
行
う
土
台
が
崩
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
追
及
す
る
と
と
も

に
、
検
討
し
て
い
る
す
べ
て

の
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
、
現
時
点
で
提
案

い
ま
す
。

賃
金
カ
ッ
ト
は
非
管
理
職

で

％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
府
人
勧
で
も
初
任
給
水

準
が
民
間
を
下
回
る
若
年
層

に
は
「
配
慮
」
と
い
い
な
が日 時 月 日（土） 時 分 時

場 所 大阪グリーン会館 階ホール
（地下鉄「南森町駅」下車徒歩 分）

内 容 講演「未来につなぐいのち」
講師 藤野高明氏
（全日本視覚障害者協議会元会長）

みんなで歌おう など
参加費 円

第第 期期関関西西労労働働学学校校第 期関西労働学校

水曜森ノ宮・総合教室 月 日より毎週水曜日
土曜森ノ宮・総合教室 月 日より毎週土曜日
働くものの経済学教室 月 日より毎週月曜日
働く女性の教室 月 日より毎週木曜日
日本近現代史教室 月 日より毎週金曜日
堺・総合教室 月 日より毎週木曜日
北河内・労働組合基礎教室 月 日より毎週金曜日
「女性の現代と未来を考える！」河南教室 月 日より毎週水曜日
北摂・総合教室 月 日より毎週月曜日

第 回
大阪メーデー

ほほけけんんししょょ 条条のの会会ほけんしょ 条の会
けけんんぷぷくく 条条のの会会けんぷく 条の会

月から府下各地域で関西勤労者教育協会主催の 労働学校
が開講されます。各教室とも毎週 回、全 回で、受講料は

円です（テキスト代は別）。
申し込みは本部教宣部までお願いします。

日 時 月 日（土） 時 分集合
場 所 橋本カントリークラブ

和歌山県橋本市隅田町下兵庫
参 加 費 円（賞品代）
プレー費 円（昼食代別）
申込締切 月 日府職労本部まで

当局に抗議当局に抗議

財財政政再再建建ププロロググララムム試試案案財政再建プログラム試案

案案撤撤回回をを求求めめるる案撤回を求める


